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国日
平成26年度春期

プロジェクトマネージャ試験

午後 I 問題

12:30~14: 00 (1時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問ょ：叶
5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) B又はHBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に受験番号を， 生年月日欄に受験票の生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。生年月日棚につい

ては，受験票の生年月日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入してくださ

し）。

(3) 選択した問題については，次の例に従って，選択欄の問題番号を〇印で囲んでく

ださい。 0印がない場合は，採点されませ

ん。 3問とも〇印で囲んだ場合は，はじめの 〔問1, 問3を選択した場合の例〕

2問について採点します。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内

に記入してください。

(5) 解答は，丁寧な字ではっきりと書いてく

ださい。読みにくい場合は，減点の対象に

なります。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問1 人材管理システムの構築に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

J社は建設業である。来年4月1日に職能資格制度を改定することが決まっている。

その改定に間に合うように，新たに人材管理システム（以下，新人材管理システムと

いう）を構築するプロジェクト（以下，新人材管理プロジェクトという）を立ち上げ

ることにした。新人材管理システムは現状の業務上の問題点を解決するために，既

存の社員情報システム，業務経歴システム及び研修管理システムを統合し，社員の業

務経歴やスキルに関する惜報を一元管理することを目的としている。

新人材管理システムのシステム化計画は，人事部が策定して，経営会議へ上程した。

経営会議では，計画を承認するとともに， “営業活動にも貢献できる人材管理システム

とするよう，営業部門の要求も取り込むように。”との指示があった。

新人材管理プロジェクトのプロジェクトマネージャ (PM) には，情報システム部の

k氏が任命された。職能資格制度の改定に合わせて，来年 4月 1日からの稼働開始が

制約条件となっている。スケジュールを図 1に示す。

月

工程

5月 I6月 I7月 18月 I9月 I10月 I11月 I12月 I1月 12月 |3月 14月
稼働

y開始
外部設計 内部設計 製造・単体テスト 結合テスト総合テスト

図1 スケジュール

〔スコープマネジメント〕

新人材管理システムの要件定義を開始するに当たって，人事部 L部長を委員長とす

る要求検討委員会を設置して要求を整理することになった。経営会議での指示を受け，

人事部以外に営業部門の M部長をメンバに加えることにした。 K氏は，要求検討委員

会に参加し，人事部と営業部門の要求を確認することにした。

委員会の冒頭に，新人材管理システムのシステム化計画をまとめた人事部の N課長

から，新人材管理システムの開発範囲は，人材に関する情報を一元的に管理する仕組

みの構築であることが説明された。これに対し，営業部門からは“営業活動における

問題点も解決できるよう，過去の類似案件の経験者や，必要な公的資格保有者を迅速

に把握できるようにしてほしい。案件を受注した後の要員の稼働状況を確認する機能

も追加してほしい。”などの要求が出された。 K氏は，開発期間の制約もあり，全ての
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要求を来年 4月 1日までに実現することはできない旨を説明し，要求を集約すること

を求めた。しかしながら，その場では要求を集約することはできなかったので， K氏

が，要求を集約する案をまとめ，次回の要求検討委員会で報告することになった。

k氏は，要求の集約方法を検討するに当たって，改めて要求の背景となる①現状の

業務上の問題点を一覧表にまとめ，関係部門の要求がどの問題点に起因しているかを

整理すべきだと考えた。

〔人事部へのヒアリング〕

k氏は，まず，既存のシステムの状況と現状の業務上の問題点を，人事部の担当者

にヒアリングした。概要は次のとおりであった。

・社員情報システム ：全社員の所属役職職能資格などの情報を管理している。辞

令の情報を基に人事部がデータを社員情報システムに入力し，マスタのデータベー

スとして他のシステムに情報を配信している。

・業務経歴システム：社員が，現在までに担当した案件の名称と従事した期間，業務

内容，担当した技術分野などの情報を管理している。表計算ソフトを用いて作成さ

れた業務経歴記入シートによって社員から報告されたデータを，人事部で業務経歴

システムに取り込んでいる。業務内容，担当した技術分野の記入方法は社員に任さ

れていて統一されていない。

・研修管理システム：社員が受講した研修や取得した公的資格などの情報を管理して

いる。表計算ソフトを用いて作成された研修・公的資格記入シートによって社員か

ら報告されたデータを，人事部で研修管理システムに取り込んでいる。研修や公的

資格の名称の記入方法が統一されていないので，同一の研修や公的資格が異なる表

記で登録されている場合がある。

•各記入シートは，表計算ソフトで作成したテンプレートに社員が必要な情報を記

入する形式であり， 社員からは， 記入の手間が掛かり，かつ，記入しづらいので改

善してほしいとの要望が多数寄せられている。

次に K氏が，人事部の N課長にヒアリングを行ったところ，現状の業務上の問題点

は次の2点であった。

・社員からの報告が期末にまとまって上がってくることが多く，人事部での取込み作

業が期末に集中して，負荷が高くなっている。
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・人材に関するデータが複数のシステムに分散しているので，各部門からの問合せに

対して個々のシステムから情報を集めなければならず，さらに，内容の確認に時間

が掛かるので，問合せに対応できない場合が多い。

N課長は，“現状の各記入シートの記入内容はそのままで，社員がシステムに直接入

力することによって人事部での取込み作業がなくなる。また，各部門からの問合せに

も新人材管理システムを検索するだけで対応できるので，短時間で対応できるように

なる。これらのことを目指したシステム化計画である。”という考えであった。

k氏は，人事部へのヒアリング結果から，現在，要求検討委員会に参加していない

ステークホルダの要望を仕様に反映させる必要があると考えた。また，この対応とは

別に， N課長の考えでは，目指していることを十分に実現できないリスクがあり，対

策の必要があると感じた。

〔営業部門へのヒアリング〕

k氏は，次に，営業部門のM部長にヒアリングした。概要は次のとおりであった。

・営業活動の際に，対象案件と類似した案件の経験者や，必要な公的資格保有者がど

の程度いるかを人事部に問い合わせても，確認に時間が掛かると断られる場合が多

く，必要な人材情報を把握できないことが業務上の大きな問題点である。

・類似案件の経験者や必要な公的資格保有者の情報を迅速に入手できるようにしてほ

しい。

・人事部だけでなく，営業部員もシステムに直接アクセスし，必要な情報を入手でき

る仕組みにしてほしい。

•さらに，案件を受注した後の要員の稼働状況をグラフ形式で確認できる機能を追加

してほしい。

k氏は， 営業部門の要求には，現状の業務上の問題点に関する要求と，できれば実

現したい要求が混在していると感じた。そして，現状の業務上の問題点に関する要求

については，人事部の要求と解決の方向性は一致しており，②この範囲で合意するこ

とは可態ではないかと考えた。

〔プロジェクト遂行方針〕

ヒアリングの結果を踏まえ， K氏は第 2回の要求検討委員会において，要求を集約
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するに当たって，次の方針を提案した。

•新人材管理システムの開発範囲は，現状の業務上の問題点を解決することに重点を

置き，職能資格制度改定への対応，人材に関する情報を一元的に管理する仕組みの

構築及び人材関連清報の項目と記入方法の整理とする。

・仕様検討の進め方として，業務経歴システムや研修管理システムヘの改善要望を多

く出している社員にプロトタイプを使ってもらい，意見を把握する。

・受注後の要員の稼働状況のグラフ化は今回の開発範囲に含めず，情報の一元管理が

完了した後に改めて検討する。

・営業部員がシステムに直接アクセスする仕組みは新人材管理システム特有のリスク

があるので，③システムに直接アクセスする仕組みは導入せず，人事部で対応する

こととし，迅速な情報提供を行える機能の検討を実施する。

これらの方針は要求検討委員会で承認され，要件定義が本格的に開始された。

設問 1 〔スコープマネジメント〕 について， 本文中の下線①の狙いは何か。 30字以内

で述べよ。

設問 2 〔人事部へのヒアリング〕について，（1),(2)に答えよ。

(1) K 氏が，仕様に反映させる必要があると考えた，要求検討委員会に参加して

いないステークホルダの要望とは何か。 35字以内で述べよ。

(2) K氏は， N課長の考えでは，目指していることを十分に実現できないリスク

があると感じたが，そのリスクとは何か。また，必要な対策とは何か。それぞ

れ20字以内で述べよ。

設問 3 〔営業部門へのヒアリング〕について，（1),(2)に答えよ。

(1) K 氏は，営業部門の要求には，現状の業務上の問題点に関する要求と，でき

れば実現したい要求が混在していると感じたが，現状の業務上の問題点に関す

る要求とは何か。 40字以内で述べよ。

(2) K氏が，本文中の下線②のように考えた理由は何か。 30字以内で具体的に述

べよ。

設問4 〔プロジェクト遂行方針〕について，（1),(2)に答えよ。

(1) K 氏が，業務経歴システムや研修管理システムヘの改善要望を多く出してい

る社員にプロトタイプを使ってもらい，意見を把握することにした目的は何か。
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30字以内で述べよ。

(2) K 氏が，本文中の下線③のように営業部員がシステムに直接アクセスする仕

組みを導入しなかった，新人材管理システム特有のリスクとは何か。 15字以内

で具体的に述べよ。
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問2 プロジェクトの進捗管理に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

P社は大手インターネット通販会社である。業容の拡大を目指し，ファッションを

専門に扱う ECサイトを運営している E社に，先月資本参加した。 P社は，来年度以

降に E社を子会社化することになっている。子会社化に当たって， E社のシステム担

当部門のマネジメント能力を把握し，最終的には P社の標準のプロジェクトマネジメ

ント体系に合わせるために，情報システム部の Q課長を E社に出向させた。

〔プロセス改善の方針〕

着任した Q課長は，E社のシステム担当役員に現況についてのヒアリングを行った。

・E社の情報システム部には二つの開発課がある。 2人の課長は，異なる IT企業から

の中途採用者であり，それぞれが異なったやり方でプロジェクトをマネジメントし

ている。

・各開発課とも 7~8名の規模で，ノウハウを共有しながらプロジェクトを進めている。

チームワークが良く，開発の効率も悪くはない。ただし，明確に規定されたプロセ

スはなく，その時々の判断で開発を進めている。新規にメンバが参加する際には，

その課の開発の進め方を習得するまでに時間が掛かっている。

• 2人の課長は， これまでの成功体験に自信を持っている。統制がとれたプロセスよ

りも，ノウハウの共有によるスピーディな対応を好む傾向がある。

・進捗の遅れや品質に関する問題は時々発生している。今後，より大規模な開発案件

に対応するためには，プロジェクトマネジメントの改善が必要である。

Q課長は，このヒアリング結果から， P社の確立したプロセスにいきなり統一する

のではなく，次の方針で進めていく方が現状の E社にはよいと考え， P社経営層及び

E社経営層に提案をして，承認を得た。

• 各課長のマネジメントについて，問題点を具体的に指摘し，気付きを与える。

• その気付きを契機に， 明確に規定されたプロセスに基づく開発を行うことの必要性

を，少しずつ納得してもらう。

Q課長は，まず， 2人の課長のうち F課長が担当する基幹システムの追加開発プロ

ジェクトに，アドバイザとして参加した。
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3-1-1 

3-1-1-1 
3-1-1-2 
3-1-1-3 

3-1-1-4 

3-1-1-5 
3-1-2 

3-1-2-1 

3-1-2-2 
3-1-2-3 
3-1-2-4 

3-1-2-5 

3-1-2-6 
3-1-2-7 

3-1-2-8 
3-1-2-9 

〔進捗管理表の様式〕

F課長が担当するプロジェク トは，外部設計の中盤に差し掛かっていた。 F課長は，

表計算ソフトを用いて，図 1のような進捗管理表を作成し，使用していた。

アクティビティ

A機能外部設計 ーニ＞＜ご 30.6 

A-1機能外部設計 G主任 5.0 
A-2様能外部設計 G主任 5.0 

A・3機能外部設計 ア氏，イ氏 20.0 

A-3機能中間レビュー G主任 0.3 

A-3機能最終レピュー G主任 0.3 
B機能外部設計 二 24.2 

B-1機能外部設計 ウ氏 7.4 

B-1機能 中間レピュー G主任 0.3 

B-1機能最終レピュー G主任 0.3 
B-2機能外部設計 工氏 10.0 
B-2機能 中間レピュー G主任 0.3 

B-2槻能最終レピュー G主任 0.3 
B-3機能外部設計 才氏 5.0 
B-3機能 中間レピュー ウ氏 0.3 

B-3機能最終レビュー ウ氏 0.3 

始 1終了
定日予定日

04/01 04/12 

04/01 04/05 

04/08 04/12 
04/01 04/12 
04/03 04/03 

04/11 04/11 
04/01 04/12 
04/01 04/10 
04/03 04/03 

04/09 04/09 
04/01 04/12 
04/03 04/03 

04/11 04/11 

04/03 04/09 
04/04 04/04 

04/08 04/08 

10 

5 

5 
10 
1 

1 

10 
8 
1 

1 
10 
1 

1 

5 
1 

1 

60.0 

100.0 
0.0 

80.0 

100.0 
0.0 

例） 旦 ：親アクティピティ

：子アクティピティ

罰

注記 ~は実績を表す。

図1 F課長が使用していた進捗管理表（一部）

F課長へのヒアリングでは，この進捗管理表を用いて，次のように進捗を管理して

いるとのことだった。

•各アクテイビティの所要日数は，開始予定日から終了予定日までの営業日の作業日

数を集計したものである。

・設計書などの成果物を作成するアクティピティの進捗率は，70％を成果物作成の予

定藍に対する実績最から算出し， 30％をレビュー指摘への対応状況から算出する。

予定量の見通しが変更になった場合は，適宜見直す。

・進捗率に従って実績線を矢印で表示し，評価対象日における進み・遅れを折れ線

（以下，イナズマ線という）で表示する。
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・レビューのアクテイビティの進捗率は，実施完了前は0％とし，実施完了で 100％と

する。

・親アクテイビティの進捗率は，子アクテイビティの進捗率から次のように求める。

親アクティビティの進捗率

= {(X1 XY1)+(X2XY2)+…+CXnXYn)}--:-(X1 + X2+…+X訊

xi：子アクティビティiの所要日数

Yi:子アクテイビティjの進捗率

n：子アクティビティの数

(1 ~ i ~ n) 

(1 ~ j ~ n) 

Q課長は，現在の親アクテイビティの進捗率の計算方法では，進捗率が正しく計算

されないことを指摘し，計算方法を修正すべきだと助言した。

またQ課長は，子アクティピティを持たない，成果物を作成するアクティビティに

ついて，①実績線 ・イナズマ線は，計画について，ある前提を想定して，進み ・遅れ

を示しているが，それを理解しているかどうかを F課長に質問した。 F課長はその特

性を理解しつつ，進捗評価をしているということだった。

〔アクテイビティに対するリソース割当て〕

次にQ課長は，今後のアクテイビティと，アクテイビティに対するリソース割当て

の状況を細かく確認した。その結果，次の事実を確認した。

・プロジェクトのリーダである G主任が，クリテイカルパス上のアクテイビティの約

7割， レビューのアクテイビティの約7割を担当している。

• 上記以外のアクテイビティの担当者や時期は，適切に設定されている。

・G主任の稼働計画は，長時間の残業を前提にしている。その他のメンバの稼働計画

は，残業なしを前提としている。

この事実について確認すると， F課長からは次のような回答があった。

・G主任の経験と能力は，他のメンバと比較して高いので，このような形でアサイン

することが最も効率よく，品質面でも安心できる。

・過去のプロジェクトでも G主任に作業を集中させて成功してきた。開発の途中で遅

れが発生したことは何度もあったが，最後にはつじつまを合わせてくれた。今回も

遅れが発生しているが，リカバリできると考えている。

Q課長は，既に G主任の担当アクテイビティに遅れが発生していること， G主任の

＿，＿ 



稼働計画は余裕がないことから， F課長に対して “G主任に対するアクテイビティの

割当てには，②プロジェクト全体のスケジュールに関わるリスクと，③多くの成果物

の品質に関わるリスクがあるので，見直しが必要ではないか’'と助言した。それに対

しF課長は“確かに，過去のケースと比べて G主任の作業の遅れ発生時期が早く， G

主任のレビューもいつもより丁寧さに欠けている気がする”ということで，Q課長の

助言を受け入れ， G 主任の担当アクテイビティのうち，他のメンバに担当させること

ができるものを選定して，負荷を分散した。

〔外部設計の遅延対策〕

外部設計が終盤に差し掛かった頃，あるメンバ 2名が担当するアクテイビティの設

計書の最終レビューで問題が検出され，大きな手戻りが発生することが判明した。こ

のアクテイビティには当該メンバ 2名が担当する後続アクティピティがあり，この

ままでは外部設計の完了期限を守れなくなる。 F課長は次の対策を立案し，Q課長に

相談に来た。

• 他のメンバの作業を調整して，問題が発生したアクティビティにエ数を割り振り，

手戻りによる遅れを最小限にとどめる。これは，プロジェクト内で調整できる。

・問題が発生したアクティビティには“多数のQ&A表に散在している細かな仕様を，

設計書に反映する作業’'が残っている。この作業を省略し，後の工程で設計魯と

Q&A表を見比べて作業を行うことにすれば，遅れは 5日で収まる。最終的な反映作

業は，テストと並行して行うドキュメント整理期間に実施する。

・問題が発生したアクティビティの後続アクティビティについて， 5日分のクラッシ

ングを行うためにもう一方の開発課から緊急で要員を調達することを承諾しても

らっている。

・クラッシングに充てる応援要員の人数は， 2名が妥当だと考えている。過去の同種

のアクテイビティの生産性と応援要員の候補者のスキルを考慮して，作業に必要な

工数を算出した。さらに，仕様の理解やチームのノウハウの習得に要する応援要員

の初期の立上げエ数，教育やレビューを行う受入側のエ数を織り込んで，スケジュ

ール上に展開して，確認した。

Q課長は，問題が発生したアクティピティの設計書に関する対策には，後の工程で

生産性や品質の低下につながる問題があるので，“更にコストは掛かるが，Q&A表に
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散在している細かな仕様を設計書に反映すべきである”と助言した。

また，クラッシングに関するエ数の計算には，人員増に伴うコミュニケーションパ

ス増加の観点が欠けていることもあり，再考が必要であることを指摘した。

設問 1 〔プロセス改善の方針〕について，Q課長が P社の確立したプロセスにいきな

り統一しなかったのは，どのような問題を引き起こすことを恐れたからか。 25字

以内で述べよ。

設問 2 〔進捗管理表の様式〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) Q課長は，親アクテイビティの進捗率の計算方法をどのように修正するよう

に助言したのか。 25字以内で具体的に述べよ。

(2) 本文中の下線①について，想定されている，ある前提とは何か。 30字以内で

述べよ。

設問 3 〔アクティビティに対するリソース割当て〕について，Q課長が想定した本文

中の下線②，下線③のリスクを理由を含めて，それぞれ40字以内で述べよ。

設問 4 ［外部設計の遅延対策〕について，Q課長が，Q&A表に散在している細かな仕

様を設計書に反映すべきであると助言した背景にある，後の工程で生産性や品質の

低下につながる問題とは何か。 40字以内で述べよ。
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問3 生産管理システムの再構築に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

A社は， SI企業である。製造業の H社から，生産管理システムの再構築プロジェク

ト（以下， H社プロジェクトという）を受注することになり，現在， 3月からの作業

開始に向けて計画を策定している状況である。

H社の生産管理システムは， 10年以上前に自社開発したシステムを過去数回にわた

り改修してきたもの（以下，現システムという）である。これまで現システムを保守

していた担当者が 6月末で退職することもあり，自社で維持できなくなることから，

外部の SI企業に再構築を委託することになった。再構築に当たっては，現システムの

業務機能は変えずに，アーキテクチャを刷新した新しいシステム（以下，新システム

という）へ移行したいとのことであった。また，生産実績の状況を照会できる拡張機

能も開発したいとのことであった。新システムのイメージを図 1に示す。

r------------
生産管理
システム

生産管理部 生産計画

注記 網掛け部分は拡張機能を表す。

図1 新システムのイメージ

生産実績
原価管理

経理部

H社では， 年末年始の休業の時期にしかシステムの移行ができないという制約があ

るので，開発期間は 10か月である。 H 社プロジェクトのプロジェクトマネージャ

(PM)には，生産管理システムの経験が盟富なA社の B氏が任命された。 B氏は， A

社の過去のプロジェクト完了報告書から，類似のシステムのスケジュールを参考にし

て，図2に示すH社プロジェクトのスケジュール案を作成した。
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月 I2月

工程 1▼
現在

〔契約管理〕

3月 I 4月 1 5月 I 6月 I 7月 1 8月 I 9月 I 10月 I 11月 I 12月 L上旦ー
y稼働

外部設計 内部設計製造・単体テスト 結合テスト総合テスト移行開始

図2 H社プロジェクトのスケジュール案

B氏は，作成したスケジュール案を基に， H社プロジェクトのリスクについて検討

を行った。 H社の契約窓口からは，“新システムは，現システムの業務機能は変えずに，

アーキテクチャを刷新するものであり，仕様が明確である。”との見解に基づき全工

程を請負契約で締結することを求められている。

B氏は，現システムの状況について現システムの保守担当者に確認した。現システ

ムは，これまで 10年以上にわたって運用されており，過去数回にわたり改修されてき

たが，設計ドキュメントは初期のものが残っているだけで，改修履歴は反映されてい

ないとのことであった。 B氏は，H社プロジェクトでは，外部設計において，現シス

テムの実際の仕様を十分に調査し，明確になった仕様に基づいて，外部設計書を新た

に作成する必要があると考えた。

B氏は， H社の契約窓口の見解と現システムの状況にはギャップがあり，全工程を

請負契約で締結することはリスクが大きいと考え，外部設計を委任契約，内部設計～

総合テストを請負契約，移行支援を委任契約で締結する契約案を作成し，H社と協議

を行うことにした。

［プロジェクト計画〕

B氏は，プロジェク ト計画書を作成するために，プロジェク トの遂行に必要な作業

を洗い出した。外部設計が委任契約であることを前提に，全体の期間については参考

として，内部設計～移行完了を外部設計完了後 8か月で行う計画案を提示し， H社と

打合せを行った。 H社からは，移行は年末年始にしかできないので，来年初めからの

稼働開始を確約してほしいとの強い要望があった。

B氏は現時点では A社ではコントロールできないリスクが存在し，稼働時期を確

約することはできないことを説明し，理解を求めた。その上で，来年初めからの稼働

開始に向けて，次の条件を提案した。

・外部設計書の確定を4月末とすること
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・外部設計終了時に改めて再見積りを行い，内部設計以降の契約を締結すること

.“現システムの業務機能は変えず’'という条件ではな＜ 9 | a |を条件として

開発を進めること

協議の結果，来年初めからの新システム稼働開始を目標として作業を進めること，

できる限り現システムの仕様を取り込むように開発を進めること，できるだけ業務に

影響を与えずに新システムヘ切り替えるために移行 ・運用の方法を別途提案するこ

とを条件に， H社の承認を得て， H社プロジェクトは開始された。

〔調達管理〕

B氏は， A社の開発要員だけでは納期に間に合わないと考えたので，営業部門が使

う拡張機能である実績照会機能の開発を外部へ委託することにし， H社プロジェクト

の開発のチームリーダに，委託先を選定するよう指示した。チームリーダは， A社と

の付き合いが長く， A社の品質管理基準も理解している X社に委託したいとのことで

あった。

B氏は，チームリーダの重視する委託先選定のポイントは適切と認める一方で，複

数の委託先の候補から見積りをとることの意義を説明した。また，委託先選定の履歴

を明確に文書で残すことの重要性を説明し，委託先選定に先立ち，提案依頼書

(RFP) を作成するように指示した。そして，チームリーダに，評価基準として董視

したいある条件を加えさせて，X社を含めた 3社に対してRFPを出させた。

〔移行 ・運用方法の検討〕

B氏は， H社から要望された，できるだけ業務に影響を与えずに新システムヘ切り

替えるための移行・運用の方法を検討することにした。

B氏は，データを移行するプログラムの検証も含めて，総合テス トの初期段階から

本番データによる現システムとの処理結果の一致の確認を徹底して行うことにした。

しかしながら， B氏は，今回の開発の進め方を考慮すると，①総合テストで本番デ

ータによる現システムとの確認を徹底したとしても，新システムが現システムの全て

の仕様を網羅しているという保証は得られないと考えた。そこで，運用の方法として，

移行後も一連の月次処理を行う 1か月の間，現システムと新システムを並行運用して，

新システムのリスクに対応する必要があると考えた。さらに， B氏は，次の内容につ
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いてH社と合意をしておく必要があると考えた。
かし

•新たに作成した外部設計書と新システムの実装機能の不整合は瑕疵として扱い，瑕

疵担保責任の期間内であれば無償で修正を行う。

・現システムの仕様のうち外部設計で洗い出せなかった仕様が発見された場合は追加

開発とし，別途見積りを行い，契約を締結して実施する。

B氏は，これらの内容を提案としてまとめ， H社に提示した。

設問 1 〔契約管理〕について， B氏は， H社の契約窓口の見解と現システムの状況に

はギャップがあり，全工程を請負契約で締結することはリスクが大きいと考えた。

そのギャップとは何か。また， リスクとは何か。それぞれ40字以内で述べよ。

設問 2 〔プロジェクト計画〕について，B氏が外部設計終了時に改めて再見積りを行

い，内部設計以降の契約を締結するために提示した条件 | a |はどのよう

な内容か。 35字以内で述べよ。

設問 3 〔調達管理〕について，（1),(2)に答えよ。

(1) B 氏が説明した，複数の委託先の候補から見積りをとることの意義とは何か。

20字以内で述べよ。

(2) B氏が加えさせた，評価基準として重視したいある条件とは何か。 25字以内

で述べよ。

設問4 〔移行 ・運用方法の検討〕について，（1),(2)に答えよ。

(1) B氏が，本文中の下線①のように考えた理由は何か。 40字以内で述べよ。

(2) B氏が， H 社に提示した提案で，移行後も現システムと新システムの並行運

用を行うことで対応するとした，新システムのリスクとは何か。また，その対

応策とは何か。それぞれ20字以内で述べよ。
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が

回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:10~ 13:50 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又は HB),鉛筆削り，消しゴム，定規，

時計（アラームなど時計以外の機能は使用不可），ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

10. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11. 答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

12.試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

13. 午後IIの試験開始は 14:30ですので， 14:10までに着席してください。

I
午

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及びRを明記していません。

c2014 独立行政法人惜報処理推進機構
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